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家
庭
か
ら
出
た
汚
水
や
雨
水
の
そ
の
後

　
坂
戸
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水
を
分
け

て
流
す
「
分
流
式
」
の
下
水
道
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た
汚
水
は
、
道
路
の

地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道
管
に
流
れ
て

い
き
ま
す
。
下
水
道
管
を
通
っ
た
汚
水
は
、
石

井
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、
北
坂
戸
水
処
理
セ
ン

タ
ー
（
以
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
流
れ
て

い
き
、
衛
生
的
に
処
理
し
て
河
川
に
放
流
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
降
っ
た
雨
は
、
側
溝
な
ど
を

通
じ
て
雨
水
管
に
流
れ
て
河
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
宅
地
内
に
降
っ
た
雨
は
宅
内
ま

す
（
浸
透
ま
す
）
等
を
使
用
し
て
、
地
面
に
浸

透
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で

１
日
に
処
理
す
る
汚
水
の
量

　

石
井
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
汚
水

は
、
１
日
に
約
２
万
６
千
㎥
で
す
。
こ
れ
は
、

25
ｍ
プ
ー
ル
約
80
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。
北

坂
戸
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
日
に
約

１
万
８
千
㎥
の
汚
水
を
処
理
し
て
、
25
ｍ
プ
ー

ル
約
55
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た
汚
水
を
水

処
理
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
に
す
る
に
は
、
約
15

時
間
か
か
り
ま
す
。

　
水
質
保
全
の
た
め
に

　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
で
は
、
生
活
環

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
下
水
道
。
そ
の
重
要
性
な
ど
を
坂

戸
、鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
の
宇
津
木
事
務
局
長
に
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
下
水
道
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

境
の
改
善
と
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質

を
保
全
す
る
た
め
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
坂
戸
市
の
下
水
道
普
及
率
（
処

理
区
域
人
口
／
行
政
区
域
内
人
口
）
は
平
成
29

年
度
末
で
72.1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
埼
玉
県
で

は
平
成
28
年
度
ま
で
に
80.3
％
）。

　
ま
た
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
準
活
性

汚
泥
法
に
よ
る
処
理
を
行
い
、
汚
れ
を
約
98
％

除
去
し
て
河
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
標
準
活

性
汚
泥
法
は
微
生
物
た
ち
の
力
を
使
っ
て
水
を

き
れ
い
に
す
る
方
法
で
、
日
々
、
微
生
物
の
健

康
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、
適
切
な
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
３
つ
の
お
願
い

　
１
つ
目
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
方
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。
下
水
道
は
、
皆
さ

ん
に
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
汚
水
を
き
れ

い
に
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
下
水
道
に
食
べ
物
の
残
り
や
生

ご
み
等
を
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
管
の
つ
ま
り
や
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
宅
地
内
の
雨
水
を
汚
水
管
に
流

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
誤
っ
て
雨
ど
い

を
つ
な
い
だ
り
す
る
と
、
大
雨
時
等
に
大
量
の

雨
水
が
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
流
入
し
、
処
理
能

力
を
超
え
て
し
ま
い
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
停
止
し
、
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

水
は
生
き
物
に
と
っ
て
大
事
な
資
源
で
す
。

人
間
が
使
っ
て
汚
し
た
水
を
き
れ
い
に
戻
す
た

め
に
は
、
や
は
り
人
間
の
手
が
必
要
で
す
。
水

処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
日
流
入
す
る
汚
水
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
休
む
こ
と
な
く
運
転
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
転

と
維
持
管
理
に
努
め
、
皆
さ
ん
の
清
潔
で
快
適

な
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標

　

下
水
道
は
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
性
質
か

ら
、
皆
さ
ん
の
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
目
立

た
な
い
存
在
か
と
思
い
ま
す
が
、
快
適
な
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
す
。

　
今
後
は
、
下
水
道
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
無
料
配
布

　
新
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
完
成

　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
で
は
、
坂
戸
市
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
か
ろ
ん
」
と
鶴
ヶ
島
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
る
ゴ
ン
」
を
モ
チ
ー
フ

に
、
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
製
作
し
ま
し

た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
は
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
上
下
水
道
合
同

庁
舎
、
石
井
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、
坂
戸
市
役
所
、
鶴

ヶ
島
市
役
所
、
北
坂
戸
駅
、
坂
戸
駅
、
若
葉
駅
に
展

示
や
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
完
成
に
伴
い
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
８
月
11
日
㈯
午
前
９
時
よ
り
配
布
し
ま
す

（
希
望
者
に
１
人
１
枚
）。

配
布
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
無
く
な
り
次

　
第
終
了
）

配
布
場
所　
石
井
水
処
理
セ
ン
タ
ー

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

　
下
水
道
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

日
　
時　
９
月
９
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
　
所　
石
井
水
処
理
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
お
仕
事
体
験
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
還
元

　
く
ん
（
下
水
汚
泥
か
ら
で
き
た
肥
料
）
の
販
売
予

　
約
（
受
取
は
別
日
）。

※
詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
☎
283
・
１
１

　
０
１
（
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
検
討
部
会
）

宇
津
木 

優
明

人
間
が
使
っ
て
汚
し
た
水
を
き
れ
い

に
戻
す
た
め
に
は
、
や
は
り
人
間
の

手
が
必
要
で
す
。

特
集下

水
道
が

支
え
る

私
た
ち
の

暮
ら
し

事
務
局
長

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

新カラーデザインマンホール
の完成に伴い作成されたマン
ホールカード



⑤塩素混和池④最終沈殿池

⑦脱水機

⑧汚泥焼却炉

③反応タンク

⑥汚泥重力
　濃縮槽

①沈砂池ポンプ棟
②最初
　沈殿池

雨水幹線

雨水管

②最初沈殿池
汚水をゆるやかに流します。この間に沈殿しやすい泥な
どの固形物の大部分が沈殿するので、かき寄せて汚泥
重力濃縮槽に送ります。

④最終沈殿池
塊になった活性汚泥を時間をかけて池の底に沈め、きれ
いな上澄みの水と分離し、塩素混和池に流します。
沈んだ活性汚泥を③反応タンクへ返送します。

③反応タンク
汚水に活性汚泥と空気を加えながら混合します。
この間に微生物が汚水の汚れを食べ、ふわふわした泥状
の塊になり沈殿しやすくなります。

⑤塩素混和池
最終沈殿池から送られてきた水に、薬品を注入して滅菌
します。きれいになった水を川に放流します。

⑦脱水機
汚泥を脱水し、扱いやすい脱水ケーキ（脱水後に残っ
た固形物）にします。
脱水後の汚泥は、汚泥焼却炉に移送します。

⑧汚泥焼却炉
脱水ケーキを焼却して、焼却灰とし、リサイクル原料とし
て搬出します。

⑥汚泥重力濃縮槽
最初沈殿池の汚泥を重力で自然に沈殿させ、さらに濃い
汚泥にします。

①沈砂池ポンプ棟
大きなゴミや土砂などを除塵機で取り除いた後、汚水を
ポンプで最初沈殿池へ送ります。

じょじんき

ちんさち

ちんでんち

−下水道の役割−
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特
集下

水
道
が

支
え
る

私
た
ち
の

暮
ら
し

　
こ
こ
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
た
汚
水
が
ど
う
や

っ
て
き
れ
い
な
水
に
な
る
の
か
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー

の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
汚
水
は
、
多
く
の
工
程
を
経
て
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
川
な
ど
に
流
し
て
い
き
ま
す
。

下水道汚水の浄化 システム

北坂戸水処理センター

石井水処理センター１　生活環境を守る
　家庭や工場などから出る汚水が住宅地に留ま
ると、悪臭が発生したり、蚊やハエが発生しま
す。下水道は、汚水を速やかに流し、周辺環境
を守ります。

２　浸水から守る
　市街化が進んだ地域では、雨水が地面に浸透
しにくく各地で浸水被害を発生させます。
　下水道は市街地に降った雨を集め、河川へ流
し、街を浸水から守ります。

３　川や湖を守る
　生活排水などが処理されないまま河川や湖に
流れ込むと、水質が悪化し、魚が住めなくなっ
たりします。下水道は、汚水をきれいにするこ
とで河川や湖の水質環境を守ります。

４　下水道資源を有効活用
　下水道で処理された水は、河川に流され、良
好な水質環境を保ちます。
　また、下水汚泥は、肥料などとして有効活用
します。
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

場
　
所　
市
民
総
合
運
動
公
園

対
　
象　
健
康
な
方
で
当
日
、
競
技
中
に
万
全
の

　
体
調
管
理
の
で
き
る
方（
市
外
に
在
住
の
方
も
可
）

※
未
成
年
者
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
子
ど
も
駅
伝
は
、
１
チ
ー
ム
８
名
（
走
者
６
名
、

　
補
欠
２
名
）
と
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
９
月
３
日
㈪
～
10
月
５
日

　
㈮

※
詳
し
く
は
、
申
込
サ
イ
ト
（http://runnet.jp/

）

　
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。（
別
途
手
数
料
有
）

②
窓
口　
９
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

※
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
直

接
大
会
事
務
局
又
は
各
出
張
所
・
公
民
館
、
健

康
増
進
施
設
サ
ン
テ
さ
か
ど
、
市
民
総
合
運
動

公
園
へ

※
子
ど
も
駅
伝
は
、
別
に
定
め
る
申
込
書
で
直
接

　
大
会
事
務
局
へ

参
加
申
込
書
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
場
所

各
出
張
所
・
公
民
館
、
健
康
増
進
施
設
サ
ン
テ

さ
か
ど
、
市
民
総
合
運
動
公
園
、
中
央
図
書
館
、

文
化
会
館
ふ
れ
あ
、
文
化
施
設
オ
ル
モ
（
９
月

３
日
㈪
よ
り
配
布
）

駐
車
券
申
込
方
法　
９
月
３
日
㈪
か
ら
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
（
先
着
順
に
受
付
し
、
大
会

　
会
場
に
近
い
駐
車
場
か
ら
割
り
振
り
し
、
後
日

　
駐
車
券
を
送
付
）

※
予
定
台
数
に
到
達
し
た
時
点
で
駐
車
券
申
込
の

　
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
割
り
振
ら
れ
た
駐
車
場
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

※
駐
車
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
駐
車
場
利
用
は

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
応
援
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
坂
戸
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）
☎
283
・
１
４

　
８
７

第18回 坂戸市民チャリティマラソン
　　　参加者募集

 種 　 目 スタート 性別  部  　門 参加料種目
番号

子ども駅伝
（6区間 6.67 ㎞）
   １区  1.15 ㎞
   ２区  1.15 ㎞
   ３区  1.06 ㎞
   ４区  0.98 ㎞
   ５区  1.15 ㎞
   ６区  1.18 ㎞

１㎞

５㎞
（制限時間 50分）

10 ㎞
（制限時間 90分）

３㎞
（制限時間 30分）

8：50

9：30

9：45

10：40

10：50

男子

女子

男女

男子

女子

男子

女子

男子

女子

６０

６１

２１
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
３１
３２
３３
３４

市内小学４～６年生
（男女混合の場合は
「男子」とする）

親  子（２名１組）
一  般
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
高校生
一  般
40歳代
50歳以上
高校生
一  般
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
一  般
40歳代
50歳以上
小学生（5年生以上）
中学生
小学生（5年生以上）
中学生

１チーム
3,500円

1,500円

3,000円
（高校生は
　1,500円）

1,500円

3,000円

1,500円

3,000円

3,000円
（高校生は
　1,500円）

1,000円

市民カメラマン　秋山清志さん撮影

11月18日 (日 )
※雨天決行

健
康
の
源
は
公
民
館
活
動
へ
の
参
加

公
民
館
に
年
間
200
日
は
出
掛
け
ま
す

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、「
公
民
館
活

動
」
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
し
ょ

う
か
。

　
「
公
民
館
に
は
、
毎
週
、
数
回
は

顔
出
し
、
年
間
200
日
は
出
掛
け
ま
す
。

趣
味
の
活
動
に
参
加
し
て
学
び
、交
流

を
深
め
、語
ら
い
あ
う
の
が
好
き
で
私

に
と
っ
て
、わ
く
わ
く
感
が
味
わ
え
る

素
晴
ら
し
い
出
会
い
、
居
場
所
で
す
」

と
語
る
高
齢
者
。

　
「
公
民
館
の
マ
マ
友
教
室
に
通
っ

て
子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
家
庭

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
子
育
て

の
悩
み
な
ど
を
聞
い
て
も
ら
う
と
気

持
ち
も
楽
に
な
り
、
楽
し
く
笑
顔
が

弾
け
ま
し
た
」
と
い
う
若
い
お
母
さ

ん
の
声
。

　
「
身
体
を
動
か
す
の
が
大
好
き
な
の

で
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
加
え
、
社

交
ダ
ン
ス
に
も
通
い
、
元
気
を
頂
い
て

い
ま
す
」
と
、
子
育
て
卒
業
の
お
母
さ

ん
の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
で
も
中
に
は
、「
公
民
館
活
動
は
、

一
部
の
人
の
集
い
で
す
し
、
出
会
い

の
大
切
さ
は
理
解
し
ま
す
が
、
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
で
公
民
館
は
遠
い

存
在
で
す
。
出
掛
け
る
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
り
、
自
宅
で
テ

レ
ビ
と
に
ら
め
っ
こ
の
高
齢
者
。

　
活
力
あ
る
坂
戸
の
地
域
づ
く
り
に

は
、
葉
酸
の
摂
取
と
公
民
館
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
健
康
長
寿
が
図
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
と
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

今
年
度
か
ら
祝
日
も
開
館
で
便
利
に

　
今
年
度
か
ら
開
か
れ
た
公
民
館
へ

向
け
、
そ
の
活
動
の
便
を
図
ろ
う
と
、

祝
日
開
館
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
８
つ
の
公
民
館
と
入
西

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
入
西
公
民

館
）
が
あ
っ
て
、
市
民
目
線
で
多
様
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
新
春
に
は
成
人
式
が
行

わ
れ
、
年
度
初
め
に
は
高
齢
者
大
学

（
名
称
は
様
々
）
に
人
気
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
囲
碁
、
俳
句
、
コ
ー
ラ
ス
、

大
正
琴
、
絵
手
紙
、
陶
芸
、
料
理
、

健
康
麻
雀
、
語
学
系
な
ど
文
化
系
の

サ
ー
ク
ル
活
動
団
体
や
卓
球
、
体
操
、

太
極
拳
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
体
育

系
な
ど
353
の
サ
ー
ク
ル
活
動
団
体
が

活
躍
。
毎
週
、
あ
る
い
は
毎
月
数
回
、

午
前
、
午
後
、
時
に
は
夕
刻
か
ら
活

動
し
、
汗
を
流
し
、
談
笑
す
る
場
面

が
随
所
に
み
ら
れ
ま
す
。

生
き
が
い
、
喜
び
、
笑
い
一
杯

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
宝
物

　
公
民
館
の
利
用
者
は
年
間
40
万
人

前
後
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
公
民
館
を
気
楽
に
訪
ね
、
自
分
に

相
応
し
い
サ
ー
ク
ル
や
公
民
館
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て
は
如
何

で
し
ょ
う
。
楽
し
み
が
増
え
、
学
び
・

出
会
い
・
交
流
・
生
き
が
い
な
ど
喜

び
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

�

（
市
民
記
者　
飯
田
康
夫
）

市
民
記
者
レ
ポ
ー
ト

公
民
館
の
活
用
で
健
康
長
寿
を
目
指
し
た
い

ー
353
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
年
間
40
万
人
が
利
用
ー

広
報
広
聴
課
（
内
線
１
６
４
）

問

6月に北坂戸公民館で行われた「笑いヨガ」の様子

めざせ♪上位入賞なの♪

ゆるキャラⓇグランプリ
２０１８にエントリー

8月1日 (水 ) ～11月9日 (金 )
　坂戸市イメージキャラクター「さかろん」が今年
も「ゆるキャラⓇグランプリ」にエントリーします。
　昨年は皆さんの応援のおかげで 50位（全国 681
キャラクター中）になることができました。今年も
「1日 1ポチ」で応援をお願いします。
投票方法　右記二次元バーコードより投票ペー
　ジにアクセス
結果発表　11月 17日（土）・18日（日）
問 広報広聴課 (内線 165)

投票期間

坂戸市イメージキャラクター
「さかろん」

市
民記者レポー

ト
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歯
の
健
康
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
疾

患
な
ど
の
全
身
の
病
気
と
深
く
関
係

し
て
い
ま
す
。
歯
周
病
や
む
し
歯
を

予
防
し
、
健
康
な
歯
を
保
っ
て
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
歯
」
と
「
全
身
」
の
健
康
の

深
い
関
係

　
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
、
心
臓
疾
患
、

動
脈
硬
化
、
肺
炎
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、

認
知
症
等
と
関
連
が
あ
り
ま
す
。
歯

周
病
が
こ
れ
ら
の
病
気
の
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
り
、
歯
周
病
を
治
療
す
る

こ
と
で
、
予
防
、
改
善
に
つ
な
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
周
病
や
む
し
歯
は
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
病
気
で

す
。
放
置
す
る
と
、
歯
を
失
う
こ
と

に
つ
な
が
り
、
し
っ
か
り
噛
む
こ
と

や
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
量
が
減
る
こ

と
で
低
栄
養
を
招
き
、
全
身
の
虚
弱

に
陥
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
歯
み
が
き
と

　
　

定
期
健
診
で
口
の
中
を

　
　
　
　

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う

　
歯
周
病
や
む
し
歯
の
予
防
に
は
、

毎
日
、自
分
で
行
う
セ
ル
フ
ケ
ア（
歯

み
が
き
等
）
と
、
定
期
健
診
で
歯
科

医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
行
う
専
門
的

な
清
掃
な
ど
に
よ
り
、
口
の
中
を
清

潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト

　
効
果
的
な
歯
み
が
き
を
す
る
た
め

に
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
鏡
を
み
て
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を

　
み
が
き
た
い
部
分
に
当
て
る
。

◇
１
本
ず
つ
、
小
刻
み
に
振
動
さ
せ

　
る
よ
う
に
動
か
す
。

◇
み
が
く
順
番
を
決
め
て
、
み
が
き

　
忘
れ
を
防
ぐ
。

◇
歯
と
歯
の
間
等
の
み
が
き
に
く
い

　
と
こ
ろ
は
、
糸
よ
う
じ
等
の
補
助

　
道
具
を
使
用
す
る
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を

持
ち
ま
し
ょ
う

　
歯
科
医
院
で
定
期
健
診
を
行
う
こ

と
が
、
口
の
中
の
状
態
の
確
認
や
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
痛
く
な
っ
て
か
ら
歯

科
医
院
に
行
く
」
で
は
な
く
、
痛
く

な
る
前
に
定
期
的
に
歯
科
医
院
を
受

診
し
、
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
み
つ
け

て
、
歯
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
口

の
状
態
に
応
じ
た
歯
み
が
き
の
指
導

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

成
人
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
中

期　
限　
12
月
25
日
㈫

内　
容　
む
し
歯
・
歯
周
病
等
の
検

　
査

※
治
療
は
含
み
ま
せ
ん
。

対　
象　
市
内
在
住
の
40
・
50
・
60
・

　
70
歳
の
方

費　
用　
500
円

※
対
象
者
に
は
６
月
20
日
㈬
に
受
診

　
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

歯
科
医
師
の
講
話

日　
時　
10
月
31
日
㈬　
午
前
10
時

　
〜
正
午

場　
所　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

内　
容　
　
「
お
口
の
中
の
老
化
（
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）、
元
気
な
歯

や
口
を
保
つ
方
法
」

対　
象　
市
内
在
住
者

定　
員　
50
名
（
先
着
順
）

費　
用　
無
料

講　
師　
島
田
英
輔
氏
（
坂
戸
鶴
ヶ

　
島
歯
科
医
師
会
）

申
込
み　
８
月
９
日
㈭
～
市
民
健
康

　
セ
ン
タ
ー
窓
口
又
は
電
話

健康な歯で元気いきいき！
～むし歯や歯周病から歯を守ろう～

清潔な歯を
心がけよう！

　 市民健康センター  ☎ 284・1621問

INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

慢
性
腎
臓
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
と
は
、

尿
た
ん
ぱ
く
な
ど
の
腎
臓
の
異
常
が

慢
性
的
に
進
行
・
経
過
す
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

　
腎
臓
の
働
き
は
年
齢
と
と
も
に
低

下
す
る
た
め
、
高
齢
者
は
そ
の
割
合

が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
と
同
様
に
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

も
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
適
切
な
治
療
を
行

わ
ず
放
置
す
る
と
、
腎
臓
が
正
常
な

機
能
を
失
い
、
腎
不
全
と
な
り
ま
す
。

　
腎
不
全
に
な
る
と
、
人
工
透
析
に

よ
り
、
機
能
し
な
く
な
っ
た
腎
臓
の

代
わ
り
に
、
体
内
の
老
廃
物
や
毒
素

を
排
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
工
透
析
を
受
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
週
３
回
、
１
回
に
つ
き
３
～
４

時
間
の
通
院
が
必
要
に
な
る
と
と
も

に
、
水
分
・
塩
分
等
の
飲
食
が
制
約

さ
れ
る
た
め
、
本
人
や
家
族
の
負
担

が
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

腎
臓
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①　
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
腎
臓
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
健
診
結
果
で
次
の
項
目
を
確

認
し
、
腎
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。

◇
尿
検
査
（
尿
た
ん
ぱ
く
）

た
ん
ぱ
く
質
は
、
重
要
な
栄
養
分

で
す
。
本
来
は
尿
に
排
出
さ
れ
な

い
も
の
で
す
が
、
腎
臓
の
働
き
が

低
下
す
る
と
尿
に
漏も

れ
だ
し
ま
す
。

◇
血
液
検
査
（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

値
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
、
血
液
中
の
老

廃
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
本
来
は

腎
臓
で
ろ
過
さ
れ
、
尿
に
排
出
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
腎
臓
の
働
き

が
低
下
す
る
と
、
排
出
さ
れ
ず
に

血
液
中
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

◇
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
（
推
算
糸
球
体
ろ
過

量
）

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
と
年
齢
・

性
別
か
ら
、
腎
機
能
を
推
算
し
た

も
の
で
す
。
老
廃
物
を
尿
へ
排
出

す
る
能
力
を
示
し
て
い
ま
す
。

②　
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
か
ら
、
身
を
守
る
た
め
に

は
、
毎
日
の
食
生
活
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。
長
く
無
理
な
く
で
き
る

こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◇
食
事
は
腹
八
分
目
に

脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
や
野
菜
不
足
、

偏
食
な
ど
を
続
け
る
と
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
招
き
ま
す
。
１
日
３
食
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◇
塩
分
は
控
え
め
に

塩
分
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
に

つ
な
が
り
ま
す
。
高
血
圧
が
続
く

と
、
腎
臓
の
血
管
に
負
担
が
か
か

り
、
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
ま
す
。

成
人
の
場
合
、
１
日
６ｇ
未
満
の

食
塩
摂
取
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
お
酒
は
控
え
め
に

一
日
の
適
量
は
ビ
ー
ル
中
瓶
一
本

程
度
（
女
性
は
こ
の
半
量
）
で
す
。

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
は
、
腎
臓
へ
の

負
担
を
か
け
る
た
め
、
適
量
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
や
り
ま
す
！

【
慢
性
腎
臓
病
予
防
講
演
会
】

日　
時　
９
月
28
日
㈮　
午
後
２
時

　
～
４
時
30
分

場　
所　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

内　
容　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
基
礎
知
識

定　
員　
100
名
（
先
着
順
）

費　
用　
無
料

講　

師　

稲
葉
宗む

ね
み
ち通
医
師
（
埼
玉

　
医
科
大
学
病
院
）
ほ
か

申
込
み　
８
月
９
日
㈭
～
市
民
健
康

　
セ
ン
タ
ー
窓
口
又
は
電
話

参
加
者
の
声

　
平
成
29
年
度
の
講
演
会
は
市
内
外

か
ら
75
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
会
に
参
加
さ
れ
た

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
９
割
以
上
の
方
が
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
一
緒
に
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
こ
で
、
参
加
者
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
慢
性
腎
臓
病
が
大
変
な
病
気
だ
と

　
理
解
で
き
ま
し
た
。

◇
生
活
習
慣
を
変
え
よ
う
と
思
っ
て

い
て
も
、
毎
日
実
行
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。
少
し
で
も
気

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
早
い
う
ち
に
自
分
の
体
の
状
態
が

わ
か
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

【
個
別
相
談
】

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
と
そ
れ
に
よ
る
人

工
透
析
へ
の
移
行
を
防
ぐ
た
め
、
保

健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
を

事
前
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
284
・
１
６

２
１ 歯や口の健康チェック！～生

せいかつしえん
活歯援プログラム～

　生活歯援プログラムは、日本歯科医師会が提唱する歯科健診プログラムで、
質問に答えるだけで手軽に歯や口の健康チェックができます。　　
　結果がグラフで表示され、質問項目の回答に基づいた総評とアドバイスも
見ることができます。
　無料で、簡単にセルフチェックが出来るので、ぜひご活用ください。（通
信費用は利用者負担です）
　スマートフォンや携帯電話からは左記の二次元バーコードを読み込むとア
クセスできます。

生活歯援プログラム

あ
な
た
の〝
腎
臓
〟は
大
丈
夫
？

慢 

性  

腎  

臓 

病
●C

●K●D

85％

12％
3％

思う（64名）

やや思う（９名）

未記入（２名）

参加者 75名

講演会に参加して、ご自身の生活習慣を
見直そうと思いましたか？

平成29年度講演会アンケートより
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マイナンバーカードの申請はお済みですか？
　マイナンバーカードとは、氏名、住所、生年月日、マイナンバー（個人番号）などが
記載された顔写真付きのカードです。初回発行時は無料で申請することができます。� 問市民課（内線323）

　
大
規
模
地
震
災
害
や
風
水
害
等
に

備
え
、
市
民
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

日
　
時　
９
月
２
日
㈰　
午
前
８
時

　
30
分
～
正
午

中
央
会
場
で
の
訓
練

場
　
所　
大
家
小
学
校

内
　
容　
市
民
応
急
対
策
訓
練
、
負

傷
者
対
応
訓
練
、
水
害
対
応
訓
練
、

救
出
救
助
訓
練
、
展
示
・
体
験
コ

ー
ナ
ー
（
降
雨
体
験
、
炊
き
出
し

訓
練
、
住
宅
耐
震
診
断
、
救
急
フ

ェ
ア
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
）
等

対
　
象　
大
家
公
民
館
・
若
宮
中
学

校
を
地
域
防
災
拠
点
と
す
る
区
・

自
治
会
及
び
自
主
防
災
組
織
、
大

家
小
学
校
児
童
・
保
護
者
・
教
職

員
、
若
宮
中
学
校
生
徒

※
中
央
会
場
付
近
の
防
災
行
政
無
線

で
は
、
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放

送
後
、
サ
イ
レ
ン
付
き
の
避
難
の

呼
び
掛
け
を
行
い
ま
す
。

※
中
央
会
場
付
近
で
は
、
消
防
車
等

の
サ
イ
レ
ン
音
が
鳴
り
ま
す
が
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
全
域
で
の
訓
練

場
　
所　
市
内
全
区
・
自
治
会
拠
点

内
　
容　
区
・
自
治
会
本
部
設
置
訓

　
練

対
　
象　
市
内
全
区
・
自
治
会
及
び

　
自
主
防
災
組
織

一
斉
安
全
確
保
訓
練

（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

日
　
時　
９
月
２
日
㈰　
午
前
８
時

　
30
分

　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊
急
地
震

速
報
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
の

で
、
そ
の
場
で
「
一
斉
安
全
確
保
訓

練
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
重
要
な
こ
と
は
動
か
ず
に
、
そ
の

場
で
最
大
限
、
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
で
す
。「
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い
」
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
９
）

日　時　８月18日（土）・19日（日）　正午～午後８時
場　所　坂戸駅北口会場（サンロード）、こどもフェスタ会場（タ
　イムズ坂戸北口駐車場）、坂戸駅南口会場（緑南通り）
内　容　よさこい流し踊り、各種出店、コバトンIoT化プロジ
　ェクト（イベント中のコバトン発見で記念品プレゼント）等
交通規制　市民バス（さかっちバス）おおや線「サンロード商
　店街入口」へは終日停車しませんので、ご注意ください。
問坂戸・夏よさこい実行委員会☎281・0164

本人確認の際の身分証

顔写真付きの公的な身分証明書
として使用できるので、本人確
認がスムーズに行えます。

マイナンバーを
証明する書類

マイナンバーを提出の際に、本
人確認書類として利用できま
す。

各種行政手続きの
オンライン申請が可能

確定申告等で使用する e-Tax
などの行政手続の電子申請が利
用できます。

住民票・戸籍の不正請求防止のため
「本人通知制度」に登録しましょう！

　本人通知制度とは、事前に登録いただいた方
の戸籍謄本や住民票の写し等を第三者に交付し
た時に、交付した事実をお知らせする制度です。
身元調査などで他人の戸籍謄本などを不正取得
の抑止を目的としています。
本人通知制度の登録方法　登録申請では本人、
本人と同一世帯の方（住民基本台帳上同一世
帯の方）及び前述の方が来庁できない場合は
委任状を持参した代理人の申請もできます。
持ち物　申請者（来庁者）の本人確認資料（運
　転免許証やマイナンバーカードなど）
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問市民課（内線３２９）

郵　送
①通知カードの下にある交付申請書を切り取
　り、必要事項を記入し、写真を貼付します。
②通知カードに同封されている返信用封筒を使
　用し、郵送してください。
※申請書の住所や名前に変更があった方、通知
　カードを再発行され申請書に住所が入ってい
　ない方、返信用封筒のない方は市民課窓口で
　申請書等を用意します。
　本人確認書類（顔写真付きは１点、それ以外
　は２点）を持参し、来庁してください。

　申込み後、約１か月後に交付通知書（はがき）
が市役所から届きます。
◇交付通知書（はがき）
◇本人確認書類（顔写真付き
　は１点、それ以外は２点）
◇通知カード（失くしてしま
　った方は、紛失届に記入を
　お願いします）
上記３点を持参し、市民課でお受け取り下さい。
場　所　市民課　平日・土曜日　午前８時30分
　～午後５時15分（第三土曜日、祝祭日を除く）
※本人に手渡しでの交付で、暗証番号の設定
が必要となりますので、必ず申請者本人が来
庁してください。

スマートフォンやパソコン
①スマートフォン等で顔写真を撮影します。
②申請用WEBサイトにアクセスし（通知カー
　ドに記載されている二次元バーコードの読み
　取りからでも可能です）、メー
　ルアドレスを登録します。
③メールから通知されたWEBサ
　イトにアクセスし、画面の案内
　にしたがい必要事項を入力し、
　顔写真を添付して送信してくだ
　さい。

N

※規制区域内では自転車の通行もできません。交通規制

駅東通線

県道日高・川島線
至
鶴
ヶ
島
市

至 国道407号 至 国道407号

至 毛呂山町

県
道
川
越
・
坂
戸
・
毛
呂
山
線

中央
図書館

文化会館
坂
戸
駅

坂戸駅北口会場　交通規制
18日：午前11時から午後８時30分まで
19日：午前11時から午後９時まで

坂戸駅南口会場　交通規制
両日：午後１時から
　　　午後６時まで

北
口

南
口

こども
フェスタ会場

マイナンバーカードでできること

申込み方法

受 け 取 り

申込み方法

受 け 取 り

　　　表面で身元確認　　　　　　　裏面で番号確認
身元確認と番号確認が１枚で可能です！

➡ ➡一斉安全確保訓練
地震が起きたときに、命
を守るための訓練です。

2018坂戸・
夏よさこい

地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に

　
　
市
民
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
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限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

又
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、
７

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険　
現
在
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
８
月
以
降
も
高
額
な
診

療
を
受
け
る
場
合
は
、
更
新
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
70
歳
未
満
の
方
で
国
民
健
康
保
険

　
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
発

　
行
で
き
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
平
成
29
年

度
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
方

で
平
成
30
年
度
も
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
、
新
し
い
限
度
額

適
用
認
定
証
を
７
月
末
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
？

　
入
院
や
通
院
に
よ
り
一
か
月
あ
た

り
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、

医
療
機
関
へ
の
提
示
で
、
窓
口
で
の

医
療
費
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
で
き
る
方

◇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
70
歳
未
満
の
方

◇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
以
上
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
又
は
課
税
所
得
145
万
円
以

上
690
万
円
未
満
の
世
帯
の
方

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

又
は
課
税
所
得
145
万
円
以
上
690
万

円
未
満
の
世
帯
の
方

※
限
度
額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
間

は
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
次
の

７
月
末
日
ま
で
で
す
。

申
請
場
所　
健
康
保
険
課

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更

　
平
成
30
年
８
月
診
療
分
か
ら
、
70

歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額（
月

額
）が
上
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
担
当

　
　
（
内
線
４
４
３
）、
同
課
後
期
高

　
齢
者
医
療
担
当
（
内
線
４
３
５
）

　
音
楽
を
通
じ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
17
日
㈯　
午
後
０
時

　
30
分
～
４
時

場　
所　
文
化
会
館
ふ
れ
あ

演
奏
時
間　
10
分
～
30
分

※
参
加
団
体
決
定
後
、
主
催
者
が
演

　
奏
内
容
に
よ
り
時
間
配
分
を
決
定

　
し
ま
す
。

※
舞
台
転
換
に
か
か
る
時
間
は
含
み

　
ま
せ
ん
。

募
集
数　
10
団
体
程
度 

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
音
楽
ジ

　
ャ
ン
ル
、
年
齢
構
成
な
ど
を
考
慮

　
し
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

応
募
条
件　
メ
ン
バ
ー
に
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
。（
坂
戸
市
と
の

連
携
関
係
に
あ
る
大
学
に
通
う
学

生
は
在
学
と
み
な
し
ま
す
。）

※
カ
ラ
オ
ケ
の
演
奏
は
不
可
で
す
。

※
プ
ロ
・
ア
マ
、
演
奏
ジ
ャ
ン
ル
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
窓
口
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で

市
民
生
活
課
（
〒
350
‐
０
２
９
２

坂
戸
市
千
代
田
１
‐
１
‐
１
4 

283
・

　
１
７
１
６　

sakado31@

　

city.sakado.lg.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
生
活
課
、
文

化
会
館
ふ
れ
あ
、
文
化
施
設
オ
ル

モ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

応
募
期
間　
８
月
８
日
㈬
～
９
月
７

　
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
結
果　
９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

　
に
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
。

そ
の
他

◇
楽
器
は
各
自
の
持
ち
込
み
と
し
ま

　
す
。
た
だ
し
、
備
品
の
ピ
ア
ノ
は

　
使
用
で
き
ま
す
。

◇
Ｐ
Ａ
機
材
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
２
）

第
３
回
坂
戸
市
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
参
加
団
体
募
集

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
は

限
度
額
適
用
認
定
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

さかど “はっする ”クラブ参加者募集！
日　時　9月11日～11月27日毎週火曜日（全12回）
　　　　午前 10 時～正午
場　所　サポートセンターさくら
内　容　体力チェック、ストレッチ運動等　
対　象　おおむね 65 歳以上で運動制限のない方　
定　員　15 名（先着順）
　　　　※申込み多数の場合は新規の方優先　
費　用　1,000 円（運動用バンド代、試食材料代等）
持ち物　上履き、タオル、飲み物、運動できる服装
　　　　※駐車場の用意はありません。
申込み　8 月 10 日（金）～電話で高齢者福祉課へ

「すこやか脳クラブ」学習サポーター募集
日　時　◇説明会①９月４日（火） ②９月７日（金）午前10時～

11 時　◇サポーター研修会①９月 11 日（火）② 9 月
14 日（金）午前 9 時～正午　◇学習日① 9 月 25 日～
平成31年3月12日毎回火曜日（10月23日、1月1日、
2 月 26 日は休み）午前 9 時 30 分～正午② 9 月 28
日～平成 31 年 3 月 15 日毎回金曜日（12 月 28 日、
1 月 4 日は休み）午前 9 時 30 分〜正午

内　容　読み書き計算などの学習支援等
対　象　おおむね 65 歳ぐらいまでの方で、高齢者と会話を楽
　　　　しめる方
定　員　①６名②７名（各先着順）
謝　礼　1 日 1,100 円（学習日のみ） 

「すこやか脳クラブ」参加者募集
日　時　◇説明会①9月18日（火）②9月21日（金）午前10時～

11時◇学習日①9月25日～平成31年3月12日毎回火
曜日（10 月 23 日、1 月 1 日、2月26日はお休み）午前
10時～11時20分②9月28日～平成31年3月15日（12
月28 日、1月4日はお休み）午前10時～11時20分毎回
金曜日

内　容　週に１回の教室学習（読み書き計算）と自宅学習
対　象　ひとりで通えるおおむね65歳以上の方
定　員　①16名②20名（申込み多数の場合は新規の方優先）
費　用　毎月1,180円（教材費）
<共通事項 >
場　所　①勝呂公民館②コンブリオ広場（末広町５－１地域包括
　　　　支援センターさくら２階）

※②は駐車場の用意はありません。
申込み　8 月 8 日（水）～直接窓口又は電話で高齢者福祉課へ

　結婚を希望する独身男女を応援する「坂戸市婚活
支援センター」が、北坂戸駅前の文化施設オルモ１
階にオープンしました。
　坂戸市婚活支援センターでは、埼玉県及び市町
村等で構成される SAITAMA 出会いサポートセ
ンター運営協議会が設置するサテライトセンター

（SAITAMA 出会いサポートセンター坂戸）として、
次の業務を行っています。
　◇マッチングシステムによる婚活支援
　◇出会いから交際、結婚に至るまでの支援等
対　象　埼玉県在住・在勤の 20 歳以上の独身男女
開所時間　火・水曜日午後１時～７時、土曜日正午
　～午後６時
※予約状況等に応じて変更となる場合があります。
利用方法　要事前予約
※利用を希望される方は、利用案内をご覧ください。

詳細は、「SAITAMA 出会いサポートセンター」
ホームページをご覧ください。
右の二次元バーコードからア
クセスもできます。

問SAITAMA 出会いサポート
　センター事務局　☎ 048・
　789・7721、政策企画課
　（内線 135）

高齢者向け各種教室� 問高齢者福祉課（内線 436）

外来（個人単位）所得区分 外来＋入院（世帯単位）

252,600 円＋（総医療費－842,000 円）×１％
（４回目以降は 140,100 円）
167,400 円＋（総医療費－558,000 円）×１％
（４回目以降は 93,000 円）
80,100 円＋（総医療費－267,000 円）×１％
（4回目以降は 44,400 円）

18,000 円
年間上限　 144,000 円

57,600 円
＜多数回 44,400 円＞

8,000 円
8,000 円

24,600 円
15,000 円

※１　過去１２か月以内に３回以上限度額に達した場合は、４回目から多数回の
　　　金額になります。
※２　８月から翌年７月の年間限度額

平成３０年８月診療分から（70歳以上）

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

現役並み所得者Ⅲ
（課税所得６９０万円以上）

一　　般
（課税所得１４５万円未満等）

現役並み所得者Ⅰ
（課税所得１４５万円以上）

現役並み所得者Ⅱ
（課税所得３８０万円以上）

※２ ※1

公団北坂戸団地

北坂戸駅 至東松山

至高坂

国道 407 号

至川越 東武東上線

●芦山公園

坂戸市立
坂戸児童センター
●

消防本部
●ろう学園●

●坂
戸
市
文
化
会
館

●坂戸小学校
●　まるひろ

オルモ

総合事業における基準緩和型サービス事業研修会

日　時　9 月 28 日（金）◇管理者研修会午前9時30分
　　　　～正午（午前 9 時受付）◇従事者研修会午
　　　　前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（午前 9 時受付）
場　所　文化会館ふれあ
内　容　総合事業の基準緩和型サービス（訪問型サー
　　　　ビス A や通所型サービス A）の管理者、従
　　　　事者として従事するための研修会で総合事業
　　　　の制度、利用者への接し方等
対　象　基準緩和型サービスの管理者や従事者に従事
　　　　予定者
費　用　無料
申込み　電話でＮＰＯワーカーズコープ坂戸いきいき
　　　　（☎ 227・3136）へ
※このサービスを運営する場合には受講が必須となります。
※市の委託事業です。

利用案内
①「SAITAMA 出会いサポートセンター」
　ホームページから来所予約を行います。
②予約日時に婚活支援センターに来所し、　
　本人確認及び登録手続を行います。
③証明書類の提出、利用登録料支払 ( ※ )、
　マイページの入力をします。
④ 10 月１日より、マッチングシステムを　
　使った婚活がスタート！！
※利用登録料（２年会費）は、坂戸市民は

10,800 円です。

坂戸市婚活支援センターがオープン

さかどで婚活スタート！
8月1日（水）
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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す

INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331
　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
を

安
全
で
快
適
に
保
つ
た
め
、
美
化
活

動
や
適
切
な
利
用
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
の
破
損
等
に
気
付
い
た
ら
維

　
持
管
理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
の
樹
木
等
が
道
路
標
識
な
ど

を
隠
さ
な
い
よ
う
に
、
剪
定
等
の

適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
無
断
で
道
路
上
や
道
路
構
造
物
に

立
看
板
等
を
設
置
す
る
の
は
違
法

に
な
る
た
め
、
止
め
ま
し
ょ
う
。

◆
市
道
に
接
し
た
土
地
に
建
物
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
造
る
と
き
に
は
、

境
界
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
施
工
時
に
は
、
道
路
側
へ
出
な
い

よ
う
に
必
ず
道
路
の
境
界
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
に
接
し
た
土
地
の
出
入
口
は

切
り
下
げ
を
し
ま
し
ょ
う
。
乗
り

上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
等
は
大
事
故
を
誘

発
し
大
変
危
険
な
た
め
、
設
置
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
切
り
下
げ
工
事
の
施
工
に
は
、
道

路
管
理
者
の
承
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
維
持
管
理
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
維
持
管
理
課
（
内
線
５
１
７
）

　
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
子
ど

も
や
妊
娠
中
の
方
な
ど
支
援
を
必
要

と
す
る
方
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク　
義
足
や
人
工
関
節

を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
害

や
難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な

ど
、
外
見
か
ら
わ
か
ら
な
く
て
も

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
が
、
周
囲
の
方
に
知
ら
せ
る

こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な
る

よ
う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド　
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
中
に
は
、
外
見
か
ら
は

分
か
り
に
く
く
、「
困
っ
て
い
る
」

こ
と
を
自
分
か
ら
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
り
す
る
人
が
い
ま
す
。
災

害
時
や
緊
急
時
、
日
常
生
活
の
中

で
支
援
や
配
慮
を
周
囲
の
方
へ
お

願
い
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

配
布
場
所　
障
害
者
福
祉
課
、
高
齢

者
福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、
健

康
保
険
課

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
を
見
か
け
た
場
合

は
、
援
助
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
障
害
者
福
祉
課
（
内
線
４
１
７
）

　
市
で
は
、リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）の

推
進
と
し
て
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
庭
に
あ
る
不
要
と
な
っ
た
本（
文

庫
、
単
行
本
、
新
書
、
漫
画
、
児
童

書
・
絵
本
、
定
期
刊
行
物
等
）
で
、

使
用
で
き
る
本
を
市
に
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
必
要
な
方
に
無
償
で
お
譲

り
し
ま
す
。

日　
時　
９
月
８
日
㈯　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

場　
所　
環
境
学
館
い
ず
み

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
等
は
用
意
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

古
本
の
提
供
の
お
願
い

　
古
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、８
月
25
日
㈯
～
９
月
７
日
㈮（
月

曜
日
を
除
く
）
に
環
境
学
館
い
ず
み

へ
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
済
小
型
家
電
の
イ
ベ
ン
ト
回
収

　
古
本
市
と
同
時
開
催
で
、
使
用
済

小
型
家
電
の
回
収
も
行
い
ま
す
。
使

用
済
小
型
家
電
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

古
本
市
開
催
時
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

回
収
品
目　
使
用
済
小
型
家
電
16
品

目
（
携
帯
電
話
、
ゲ
ー
ム
機
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
）

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
９
４
）

　
市
と
㈱
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源
を
生
か
し
、
協

働
し
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
基

本
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
感
謝
デ
ー
で
す
。

８
月
19
日
㈰
は
さ
か
ろ
ん
が
メ
ッ
ト

ラ
イ
フ
ド
ー
ム
で
皆
さ
ん
を
お
出
迎

え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
感
謝
デ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
、
市
役
所
で
は
、
８
月
１
日
㈬
限

定
で
、
職
員
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

用
し
て
勤
務
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
球
場
に
足
を
運
び
、

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

さ
か
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
を
募
集

協
力
会
員　
育
児
を
応
援
し
た
い
市

内
又
は
隣
接
市
町
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
方

※
協
力
会
員
は
活
動
前
に
講
習
会
を

　
受
講
し
ま
す
。

内　
容　

◇
保
育
施
設
、
学
校
、
学
童
保
育
所

の
開
始
前
・
終
了
後
な
ど
に
子
ど

も
を
預
か
る

◇
保
育
施
設
、
学
童
保
育
所
、
お
稽

　
古
事
等
へ
の
送
迎

◇
保
護
者
の
用
事
な
ど
の
際
、
一
時

　
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
等

料　
金
（
報
酬
）　
平
日
（
月
～
金

曜
日
）　
午
前
６
時
～
午
後
８
時

は
１
時
間
700
円
、
そ
れ
以
外
の
時

間
帯
及
び
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
１
時
間
800
円

協
力
会
員
の
基
礎
講
習
会

日　
時　
９
月
14
日
㈮
・
19
日
㈬
・

20
日
㈭
・
26
日
㈬　
午
後
１
時
～

４
時　
全
４
回

場　
所　
中
央
公
民
館

対　
象　
協
力
会
員
及
び
セ
ン
タ
ー

　
事
業
に
関
心
が
あ
る
方

申
込
み　
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
直

接
又
は
電
話
で
さ
か
ど
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

問
さ
か
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー(

子
育
て
支
援
課
内) 

☎
288
・
６
１
６
３

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

特
別
障
害
者
手
当

　
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
在
宅

の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅

の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

　
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
又
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
新
規
に
手
帳
を
取
得

　
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

《
共
通
事
項
》

※
施
設
入
所
や
病
院
に
入
院
し
て
い

る
場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
支
給
対
象
者
・
扶
養
義
務
者
の
所

　
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害
児
福

祉
手
当
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
は
毎

年
８
月
中
に
所
得
状
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

問
障
害
者
福
祉
課
（
内
線
４
１
７
）

　
映
画
や
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
な
ど
の

ロ
ケ
地
に
な
る
と
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
市
の

知
名
度
が
向
上
す
る
と
と
も
に
地
域

の
活
性
化
や
地
域
経
済
に
大
き
な
効

果
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
映
像
制
作
会

社
へ
の
ロ
ケ
候
補
地
の
情
報
提
供
や

撮
影
支
援
な
ど
を
行
う
「
坂
戸
市

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

ロ
ケ
候
補
地
の
登
録
を
募
集

　
坂
戸
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
多
く
の
ロ
ケ
候
補
地
を
映
像

制
作
者
へ
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
物
件
等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
市
内
の
店
舗

◇
事
業
所

◇
病
院

◇
工
場

◇
倉
庫

◇
空
き
地

　
映
像
制
作
に
協
力
で
き
る
方
の
登

録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
広
報
広
聴
課
（
内
線
１
６
３
）

　
12
ｍ
の
道
路
に
接
し
、
公
共
下
水

道
の
使
用
が
可
能
で
、
取
得
後
す
ぐ

に
建
築
が
で
き
る
宅
地
で
す
。

面　
積　
101
㎡  

金　
額　
１
千
434
万
２
千
円

　
坂
戸
市
約
49
㎡
、
鶴
ヶ
島
市
約
52

㎡
を
併
せ
て
約
101
㎡
を
公
売
し
ま
す
。

（
若
葉
駅
か
ら
約
500
ｍ
徒
歩
約
７
分
）

申
込
資
格
・
条
件　
20
歳
以
上
の
方

で
、
自
己
所
有
地
と
す
る
個
人
又

は
法
人
で
指
定
期
日
ま
で
に
確
実

に
代
金
を
支
払
え
る
方

※
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方
等
は
、

　
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
取
得
し
た
土
地
は
換
地
処
分
が
完

了
（
区
画
整
理
が
終
了
）
す
る
ま

で
譲
渡
で
き
ま
せ
ん
。

公
売
方
法　
抽
せ
ん

申
込
み　
８
月
15
日
㈬
～
10
月
31
日

㈬
に
直
接
区
画
整
理
事
務
所
へ

　
（
土・日
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あ
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鶴
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映
画
、
ド
ラ
マ
で
坂
戸
を
有
名
に

「
坂
戸
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
開
設

関
間
四
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
（
保
留
地
）
の
公
売

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

「
き
ら
き
ら
の　
こ
の
道
ず
っ
と　
守
ろ
う
よ
」

古
本
市
を
開
催
・
使
用
済
小
型
家
電
の
イ
ベ
ン
ト
回
収

×安全

危険
切り下げ工事をした歩道 乗り上げブロック

⬅

ヘルプカード

ヘルプマーク

フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
感
謝
デ
ー

映画等の撮影で使用される島田橋
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